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１ ．  研 究 概 要  
私 た ち は 双 葉 電 子 工 業 株 式 会 社 の 「 蛍

光 表 示 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル 」 を 使

用 し 電 光 掲 示 板 を 製 作 す る 研 究 に 取 り

組 ん だ 。RS - 2 3 2 C ケ ー ブ ル の 作 成 や プ

ロ グ ラ ム 等 、 ハ ー ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ

ェ ア の 相 互 の 構 造 を 理 解 し 、 今 後 に 活

か せ る よ う な 知 識 や 技 術 を 身 に つ け る

こ と を 目 的 と し た 。  
 
２ ． 研 究 の 具 体 的 内 容  
今 回 使 用 す る モ ジ ュ ー ル は 以 下 の も の

で あ る 。  
 
メ ー カ ー  
・ 双 葉 電 子 工 業 株 式 会 社  
型 番  
・ G P 1 0 5 8 A 0 2 A  

1 4 文 字 * ( 3 3 6 * 2 4 ド ッ ト )タ イ プ  
 

 

 
 

図 １  
蛍 光 表 示 デ ィ ス プ レ ー モ ジ ュ ー ル  
 
特 徴  
・ 独 自 の 方 式 で 高 輝 度 表 示 が 可 能  
・ 通 信 形 態 は R S - 2 3 2 C  
・ 漢 字 R O M 搭 載  
・ 外 部 か ら 任 意 の 表 示 パ タ ン を  
 表 示 で き る ユ ー ザ フ ォ ン ト に 対 応  

 
今 回 は 、PC か ら モ ジ ュ ー ル に 文

字 コ ー ド を 送 信 し て そ れ を 表

示 さ せ る た め 、 RS-232C ケ ー ブ

ル を 作 成 す る 。シリアル通信用のピ

ンは番号が合うピン同士を配線し、

D-SUB コネクタ側の 4 番ピン（データ

端末レディ）と 6 番ピン（データセッ

トレディ）を繋いで作成した。  

 

ピ ン No. 端 子 名  

１  NC 

２  RXD 

３  TXD 

４  RTS 

５  CTS 

６  GND 

図 3 

モ ジ ュ ー ル の ピ ン 番 と 端 子 の 対 応 表  

 

 

図 4 モ ジ ュ ー ル 側 の RS-232C 

 
 
 
 
 
 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ PC、モジュール間の構造  
 
今 回 は 文 字 送 信 用 の プ ロ グ ラ ム 作 成 に

あ た っ て 、  
h t t p : / / w w w. k o s a k a - l a b . c o m / t i p s / 2 0 1
0 / 0 6 / v f d - 1 . p h p こ の ホ ー ム ペ ー ジ で 配

布 さ れ て い る C#で 作 ら れ た 秋 月 VFD と

い う ソ フ ト を ベ ー ス に 表 示 OFF 機 能 や

ス ク ロ ー ル 機 能 を 加 え た 。 まずは PC の

ポート開放し、ケーブル接続後の通信が行え

るようにした。その後ポートに接続し、文字

を表示させるために必要なデータをそれぞれ

送受信していく。上記の図のコ マ ン ド フ レ

ー ム に は 、 ア ド レ ス 、 フ レ ー ム 番 号 、

コ マ ン ド 、 フ レ ー ム 数 、 SUM 部 、  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

END 部 が 含 ま れ て い る 。 コ マ ン ド 部 に

は 即 時 表 示 用 の コ マ ン ド 04H が 入 力 さ

れ る 。 応 答 フ レ ー ム に は コ マ ン ド フ レ

ー ム の コ マ ン ド 部 の 代 わ り に 応 答 部 、

デ ー タ フ レ ー ム に は メ ッ セ ー ジ 部 デ ー

タ フ レ ー ム に 対 し て の 応 答 フ レ ー ム に

は 命 令 終 了 を 示 す 終 了 コ ー ド が 含 ま れ

て い る 表 示 デ ー タ が 256 バ イ ト よ り 多

い 場 合 は デ ー タ フ レ ー ム と 応 答 フ レ ー

ム の や り 取 り を 繰 り 返 す 。 そ れ ぞ れ の

命 令 の 詳 細 を 以 下 記 述 し て い く 。

 
PC 

 
開放命令  

１ 

PC とモジュール間の  
ポート開放、  

接続プログラム  

コマンドフレーム、

データフレーム  
送信プログラム  

 
蛍光表示ディスプレーモジュール 
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 このモジュールには漢字 ROM が搭載されて

おり、日本語の表示が行えるが、漢字 ROM コ

ードは jis コードをベースにしたオリジナルの

コードであるため、シフト JIS コード（１バイ

ト文字と２バイト文字が混合）から jis コード

（１バイト文字と２バイト文字の切り替えが

必要）に変換した後、さらに漢字 ROM オリジ

ナルコードへ変換する必要がある。テキストボ

ックスに表示させたい文字を入力し、送信ボタ

ンを押した時に、以下の処理が漢字 ROM コー

ドに変換してくれる。それを送信することで文

字が表示される。 

・シフト jis→jis 

byte[]byteMessage = 

Encoding.GetEncoding(50220).GetBytes(messa

ge); 

・jis→vfd 漢字ロムコード  

byte[] vfdCode = toVFDCode(byteMessage); 

 

 

図６ jis と漢字 ROM コードの対応表  

 
 
P C と モ ジ ュ ー ル 間 を 接 続 し た 後 は 、

コ マ ン ド フ レ ー ム を 送 信 す る 必 要 が あ

る 。 右 上 の 図 の よ う な 順 番 の 流 れ で 動

作 が 行 わ れ て い く の で 、 そ れ に 従 っ て

プ ロ グ ラ ム を 作 成 し て い く 。  
 
 

 
図７ 実際に送信される  

コマンドフレームの内容  

 

アドレスは Dont' care なので、何を入れても動

作に違いはない。フレーム番号はコマンドフレ

ームの場合、常に 0x00 を送信する。  

対 応 し た 文 字 コ ー ド を プ ロ グ ラ ム 内 の  
t h i s . s e n d _ c o m m a nd F r a m e (0x**, 

(byte)nFrame)  
と い う ソ ー ス の * *に 入 力 す る こ と で 、

電 光 掲 示 板 の 動 作 を コ ン ト ロ ー ル す る 。

例 え ば 、 表 示 を OF F に し た い 場 合 、

O F F や ク リ ア な ど と い っ た ボ タ ン を

作 り そ こ に 上 記 の 関 数 を 格 納 し 、 下 記

の 表 示 を O F F に す る コ マ ン ド 11 を 入

力 す れ ば ボ タ ン を 押 せ ば 電 光 掲 示 板 に

で て い る 文 字 が 消 え る と い っ た 仕 様 で

あ る 。 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 場 合 は 、

ま ず コ マ ン ド フ レ ー ム の コ マ ン ド 部 に

コ マ ン ド を 送 信 し 、 フ レ ー ム 部 に デ ー

タ フ レ ー ム に よ り デ ー タ を 送 信 す る 。

コ マ ン ド 部 に 使 用 で き る 表 示 コ ン ト ロ

ー ル コ ー ド に は 以 下 の も の が あ る 。  
 
03H 送信したデータを表示中のデータ

の最後に続けて表示する。  

04H 送信したデータを即表示する。  

05H 送信したデータを RAM に格納する

が表示は切り換えない。  

   別途、表示画面切り替えコマ

ンドにより表示を切り替える。  

10H 表示を ON にする。  

11H 表示を OFF にする。  

12H スクロールを開始する。  



13H スクロールを停止する。  

14H 表示データをすべてクリアする。  

15H 表示設定をデフォルトにする。  

17H 表示画面を切り替える。  

18H 表示データの頭出しをする。  

1CH 表示動作状態の確認をする。  

   スクロール中 "C2"、スクロー

ル停止状態 "C0"を応答する。  

25H 画素数を 339×24 に設定する。  

30H 点滅コマンドの表示状態を点灯と

消灯の切り替えにする。  

31H 点滅コマンドの表示状態を点灯と

反転表示の切り替えにする。  

41H タイムアウト時間 0.5 秒設定。  

42H タイムアウト時間 1.0 秒設定。  

43H タイムアウト時間 2.0 秒設定。  

44H タイムアウト時間 3.0 秒設定。  

45H タイムアウト時間 5.0 秒設定。  

図８ コ マ ン ド 部 に 使 用 で き る  
表 示 コ ン ト ロ ー ル コ ー ド  

 

フレーム数にはこれから送信するデータフレ

ームの総数を送信する。データフレーム内のメ

ッセージ部に入れられるデータは 256 バイトな

ので、漢字 ROM コードへ変換されたバイト配

列の総数からフレーム数を割り出す。  

SUM にはアドレスからフレーム数までのデー

タを合計した値を入れる。  

END は 0xEF で固定。  

コマンドフレームを送信すると応答フレーム

がかえってきて、その後にデータフレームを送

信していく。  

             //END 

図 ９  デ ー タ フ レ ー ム の 構 成  

コ マ ン ド フ レ ー ム の 時 と 同 じ よ う な 手

順 で プ ロ グ ラ ム を 作 成 し 、 送 信 す る 。

メ ッ セ ー ジ に 、 漢 字 R O M コ ー ド へ 変

換 さ れ た バ イ ト 配 列 を 2 5 6 バ イ ト ず つ

入 れ て 送 信 し て い く 。 フ レ ー ム 番 号 は

そ の た び に カ ウ ン ト し て い く 。  
コ マ ン ド は 0 0 H で 固 定 。  
フ レ ー ム 数 は 2 5 6 バ イ ト で 固 定 だ が 、

空 き は FF H で 埋 め る 必 要 が る た め

0 x f f を 代 入 し て い く 。 デ ー タ フ レ ー ム

の プ ロ グ ラ ム を 例 に す る と  
   //アドレス 

   send[0] = 0x00; 

   //フレーム番号 

   send[1] = frame; 

   //コマンド 

   send[2] = 0x00; 

 

  //メッセージ 

   for (int i = 3; i < 256 + 3; i++) 

            { 

            send[i] = message[i - 3]; 

            } 

 

   //サム計算 

    int nSum = 0; 

    for (int i = 0; i < 256 + 3; i++) 

            { 

            nSum += send[i]; 

            } 

 

            byteSum = 

BitConverter.GetBytes(nSum); 

 

            //SUM 

            send[259] = byteSum[1]; 

            send[260] = byteSum[0]; 

 

            send[261] = 0xEF; 



このようになり図 9 の内容に沿ってフレーム

が送信されていることがわかる。 

こ れ ら の 動 作 を 行 っ て い く こ と で 電

光 掲 示 板 に 文 字 が 表 示 さ れ 、 ま た 、 ス

ク ロ ー ル や 点 滅 の 制 御 を し て い く こ と

が で き る 。  
今 回 利 用 さ せ て い た だ い た プ ロ グ ラ ム

に は 単 純 に 文 字 を 表 示 さ せ る 機 能 し か

な か っ た た め よ り 使 用 し や す い よ う に

以 下 の 改 良 を 加 わ え た 。  
・ ス ク ロ ー ル 機 能 の 追 加  
・ ス ク ロ ー ル 停 止 機 能 の 追 加  
・ 時 間 の 取 得 、 表 示 機 能 の 追 加  
・ 文 字 表 示 ク リ ア 機 能 の 追 加  
 

 
図 1 0 プ ロ グ ラ ム 実 行 時  

例 と し て 文 字 表 示 ク リ ア 機 能 の 場 合 コ

マ ン ド フ レ ー ム に 1 4Ｈ と い う コ マ ン

ド を 使 の で 以 下 の よ う な プ ロ グ ラ ム を

追 加 す る こ と に よ っ て 文 字 表 示 の ク リ

ア が 可 能 と な る  
private void button4_Click(object sender, 

EventArgs e) 

        { 

            send_commandFrame(0x14,0); ｝ 

動 作 手 順  
１ ： 電源を入れる。  

２：RS-232C をモジュール側と PC 側に繋ぐ。

３：ソフトを実行。  

４：GP1022 か GP1058、自分が使用しているモ

ジュールの型番を選択。  

５：モジュールが接続されている COM ポート

を選び、接続ボタンを押す。  

６：テキストボックスに文字を入力して送信ボ

タンを押す。  

７：切断ボタンを押して、終了。  

 

 

図 11 動 作 結 果  
 
３ ． 研 究 の ま と め  

C#は あ ま り 使 用 し た こ と が な か っ た た

め 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 見 た り や 友 人 に

聞 い た り し な が ら プ ロ グ ラ ム を 改 良 し

た 。 ソ フ ト ウ ェ ア 面 だ け で な く 、

RS-232C ケ ー ブ ル の 作 成 で ハ ー ド ウ ェ

ア 面 の 経 験 も で き た の で 、 非 常 に 充 実

し た 研 究 に な っ た 。 ま た 、 予 定 に あ っ

た よ う に 文 化 祭 で も 使 用 す る こ と が で

き 、 在 学 中 に 役 に 立 た せ る こ と が で き

て 良 か っ た と 思 う 。 こ の 電 光 掲 示 板 一

つ で 様 々 な 動 作 に 対 応 し て い る た め 、

既 存 の 文 字 コ ー ド を 応 用 し た り プ ロ グ

ラ ム を さ ら に 改 良 し た り し て も っ と 便

利 な も の に し て い き た い 。 ま た 、 今 回

は 時 間 の 関 係 で 電 光 掲 示 板 の 外 装 を 作

成 で き な か っ た の が 心 残 り で あ る 。  



 森 野  

 

こ の 課 題 研 究 で は 初 め て の こ と が 多 く

配 線 に し て も プ ロ グ ラ ム に し て も な か

な か う ま く い か ず 苦 労 し た 。 し か し ハ

ー ド 、 ソ フ ト 両 方 に 通 じ る も の が あ っ

た の で 勉 強 に な っ た 。 予 定 よ り 大 分 作

業 が 遅 れ た た め 当 初 作 る 予 定 だ っ た 外

装 な ど が 作 れ な か っ た の は 残 念 だ っ た

が 文 化 祭 の 時 模 擬 店 に 設 置 で き た の で

よ か っ た 。  

 

 

図 12 岡 工 祭 模 擬 店 使 用 時   
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だ っ た が 、 予 想 よ り も 作 業 が 進 ま な く

て 苦 労 し た 。 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に あ っ

た 文 字 表 示 ソ フ ト の 中 に 画 像 を 表 示 さ

せ る こ と が で き る も の が あ っ た の で 自

分 た ち の 力 で 作 成 す る こ と が で き な か

っ た 。 も っ と 柔 軟 な 発 想 と そ れ を 実 現
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市 坂   

電 光 掲 示 板 と い う 、 身 近 に あ る が な か

な か 作 成 で き る 機 会 が な い も の を 作 る

こ と は と て も 良 い 課 題 研 究 に な っ た と

思 う 。 目 標 の 一 つ で あ っ た 、 文 化 祭 の

模 擬 店 で 実 際 に 使 用 す る こ と が で き て

よ か っ た が 、 外 装 の 作 成 が 間 に 合 わ な

か っ た こ と は 残 念 だ っ た 。 今 回 の 課 題

研 究 で 学 ん だ こ と は 将 来 役 立 つ と 思 う

の で 、 こ の よ う な 貴 重 な 体 験 を す る こ

と が で き て よ か っ た と 思 う 。  
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